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カラカル バクの英雄叙事詩
カラカルバ クにつ いて
アルバ ム ス エ バ トウ ル
坂井 弘紀
カ ラカル バ ク人は､ 主 として中央アジア ､ ウ ズベキスタ ン共和国を 構成するカラカル バクス
タ ン共和国 (首都ノキス) に住 臥 ウズベキス タン共和国 ではウズベ ク人に次い で 二番目に多
い D 彼らはウズベキス タンには, およそ41万人 が住む . カラカル/てク人はウズベ キスタ ン_以外
にも, ト ゥルタメ ニ スタ ン共和 臥 カザフス タ ン共和国などにも広が っ てu る｡ ｢カラカルバ
ク+ とは字義的には ｢黒い帽子+ の意味であるが , そ の詳細な由来は不明である｡
カラカル バク語 臥 テ ユ ルタ系の言落でカザ フ語やノガイ語と類似 し､ これらの言語ととも
にキプチ ヤク語群に属する o カラカルバ ク語埠]脚 方言と南部方言との 二 つ の方言に分けられ､
北部方言がカラカル バク標準語 とな っ て い る ｡
一 方､ 南部方言はウズ ベク費やトル クメン蘇に
近い 特徴を有する ｡
カラカルバ ク人 払 主 に羊､ 馬 ､ ラクダなど を放牧する生活 を送っ てきたが､ 潅概による農
耕やア ラル海などでの漁 労を行うもの もいた o 彼らはカラウイとい わ れる組立て 式の天幕で暮
らしてい た ｡ 乳製品や 肉を主食 とするが､ 小麦粉や米を利用 した料理 も食すc また ､ シ ェ クペ
ンや コ ク - コイ レク､ シヤパ ンとい われる民族衣装が伝統的に利用されてきた ｡
ほとんどすべ て のカラカルバ ク人がイス ラ
ー ム教ス ンナ派を信仰 してVlる Q ･ かれらの 日常生
活はイス ラ ー ムに大きく 規定されてい るが､ 誕 生､ 結婚､ 葬儀などの 儀式にイス ラ
- ム受容以
前の伝統 ･習慣を見る ことができ るo たとえば, 毎年3月20日 ころに行われるナウル ズといわれ
る春祭り 臥 イ ラン系の 祝祭に由来する重安な 年中行事の ひ とつで あ る｡ また祖先崇拝や シヤ
マ ニ ズム的要素も残っ て い る ｡
カラカルバクにはい く つ かの 下位集団が存在する｡ カラカル/てクに伝承 されるシ ェ ジ レ (系
譜) によると､ カラカル/てクは ､ コ ングラトや タブチ ャク , クタイ ､ マ ングトー ケネ ゲス など
の アルス (部族集団) か らな っ てい る ｡
カ ラカル バ クの先祖 の
一 部は か つ てノガイ - オルグを構 成してい た人身である と考え られて
い る o 彼らの故郷は､ カ ラカル/てクの 口頭伝承 によると､ ヴォル ガ川右岸
･ アス トラハ ンとカ
ザンとに挟まれた地域にあ
'
? た という｡ そ の後-､ カ ラカルパタ人は シル川下流域を中心に発展
してきた ｡ カラカルバ ク人 は, 16世紀末以降シル川下 ･ 中流域で遊牧を営んで いたカザフ と次
第に関係を強化 し, たとえばカザフの名君タウケ
- ハ ン (1680- 17 1･8) に臣従を誓っ てむ1.るo
モ ンゴル系オイ ラトの 遊牧国家ジ ュ ンガル (中央アジアでは ｢カルマ ク+ と呼ばれた) の中央
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アジア侵攻が1 8世紀 に入 っ て厳 しさを増すよう になると､ 一 部 のカ ラカル バ クがシル川 を遡っ
て夕 シ ュ ケ ント方面 へ 避発 したため ､ カラカル バ クは分裂 したo すなわち､ シル川 上流域に広
がっ た ｢上部カ ラカル バ ク+ とシル川 下流域でカザ フの小 ジ ュ ズに従 っ た ｢下部カラカル バ ク+
とに二分されたの である ｡ そ の後18世紀後半に ､ カラカル バ ク人は シル川支流 の ジャ ンガ川流
域に移動 したが ､ 彼 らはヒヴァ - ハ ン国の攻撃を しばしば受けた o そ して彼らは1 81 1年､ ヒヴァ
= ハ ンのム ハ ンマ ド= ラヒ - ムによ っ て ､ アム川 下流域に移住させ られた o 以後 ､ 彼らは この地
に居住するようにな り, 現在に至 っ てtlる o
口承文芸につ いて
カラカル パタの 口承文芸には ､ い く つ かの ジ ャ ンルの分類法があるが､ こ こで は代表的な分
類法に基づい て ､ どの ようなジ ャ ンルがあるか ､ 簡単に見て みたい o まず､ フ ォ ー ク ロ ア研究
者の ア ユ ム ベ トフやコ ジ ュ ロ ブ ､ ダウカ ラエ フ らによる と､ カラカル バ クには次の ようなジャ
ンルが存在する ｡
エ ルテク epTeK JleP (昔話) ､ ナクル HaE:L m(諺･ 慣用句) ､ ジ ュ ム バ ク Ⅹ yM6aE:(なぞな
ぞ) , ジャ ングル トウ パ シ ュ Ⅹa耳もm Trla Ⅲ( 早口言葉) ､ ジ ュ ワプ Ⅹyya Ⅱ (男女の 恋愛詩) ､ ベ
トウアシヤ ル6eT a Ⅲ aP (花嫁披露の 歌) ､ ジ ョ クラウⅩo 即 ay (葬祭 の歌) ､ トルガウTo･Tra苧､
ジ ャイダル ニ コ ス ク Ⅹab apEI- i: O C も喝( 一 般的な歌) ､ ヤラマ ザ ンgpaM a3 aE( 断食の 歌) + ダス
タンnacTa m P(叙事詩) ｡
さらに､ ダウカラエ フ はカ ラカルパタ の 口承 文芸の 様々 なジ ャ ンル を叙情的ジ ャ ンル と叙事
的ジ ャ ンル との 二 つ に分類 してVlる o
1 拝借的ジャ ンル
コ スク芯OC もIE: ( 敬)､ アイ トウ ス a&T LIC/Ⅹ yaTI( 即興詩の 掛け合 い) , バ ラ ラル ニ コ ス ク
6an aJlaP EO C町 aPⅢ (児童歌謡)､ ジ ャ ングル トウ/てシ ュ Ⅹa耶 JTrTIa Ⅲ(早口言葉) , ジ ュ ムバク
ⅩyM6a由ap (なぞなぞ) ､ peJ m O 3 申oJThK JTOP (宗教の フ ォ ー ク ロ ア) , サル ト ニ ジ ェ ルcaJTr
xpもⅠ ( 生活に横づい た歌) ､ ベ シク - ジ ュ ル 6ec 拡 ⅩPもⅠ ( 子供をあや した り､ 成長を願う
歌) , ス ングスcbI 町 Cy (花嫁との別れ の詩) ､ べタシ ヤル6eraI 皿P (花嫁の 披露 の詩) ､ ジ
'
ヨ
クラウⅩ oKnay ( 葬祭の歌) ､ ナクル ･ マカル Ea師打Ⅰ- M ax:aJ n aP (諺 ･ 慣用句) a
2 叙事的ジャ ンル
エルテクepT eE n eP (昔話) [xa野aBJlaP X 和 正町a ePT e KJlep (動物につ い て の昔話)
epT eKJIeP㌔(幻想的昔話) ], a m 3CO 肌 eP (伝説) I Ⅶ o c(叙事詩)o
英雄叙事詩につ い て
ⅩH m
カラカルダてクの英雄叙事詩の主な作品として ､ ｢ア ルバ ムス AJnaM LICJ ｢コ ブランE:o6J7aEJ
｢クルククズ (40人の娘) Ebq)耳 印 3+ ｢マ ス パ トシヤMacHaT Ⅲ aJ ｢ゴル グルIbpy m IJ ｢ユ ス
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フ とアフ メトK)cyH-A x MeT+ ｢エディゲE dreJ ｢エル - シ ョ ラEp Ⅲ opa+ な どが挙げられる o
これらの中には､ ｢アル バムス+ や ｢コ ブラン+ , ｢エディ ゲJ などカ ラカル/l
o
クに限らず､
他の テ エ ルク系民族に伝えら れる作 品もあるが ､ ｢クル ク クズ (40人の 娘) + や ｢マ ス パト
シ ヤ+ な どカラカルバ クのみ に伝えられるとされる作品もある ｡
叙事詩の あらす じ 臥 英雄の誕生とその少年時代､ 英雄の妻を求め る戦い と結婚 , 英雄の名
馬の活躍､ 英雄の活躍と功績などの エ ピソ
ー ドか ら成り立つ o
多くの英雄叙事詩の 冒頭には , バ トウル (勇士) の両親につ い ての 描写 と勇士 の誕生の エ ピ
ソ ー ドが措かれる o ｢ノ ガイ大系+ や ｢マ ナス+ な ど英雄が代々 続く ものはその 先祖の勇士に
っ い て も語 られるこ とがある o 年老い た子供の ない両親か ら勇士が生 まれ るとい うエ ピソ
ー ド
は英雄叙事詩に しばしば見られる ｡ 聖人の庇護 を受ける とい うモ チ
- フ も多い ｡ 勇士は幼少か
ら非凡な能力を発揮し､ 多く の作品におい て ､ 子供たちの 中で リ
ー ダ - 的存在 とな るo
英雄の妻の エ ピソ ー ドも欠かすこ七 の できないモチ
ー フ である｡ 勇士の妻は許嫁であっ た り､
異国 の女性であっ たりするが, 多くの作品にお い て ､ そ の妻を婁るた め に英雄は障害や苦難を
克服せね ばならな い ｡ 勇士 臥 妻 となるベ き女性を敵か ら救っ た り､ 夫を選ぶため に女性が出
した課題を こな した りす る｡ そ してそ の結果, 勇士 は鰭婚するが, そ の 際の祝宴は英雄叙事詩
の ク ライ マ ッ クス の 一 つ となる D
馬は ､ 勇士に と っ て 欠かせな い存在で あるo その 馬は駿馬で優れた名馬であり､ 作品によ っ
て は勇士 と話をする こと もある o 馬は勇士を陰に陽に助力する ｡ 危機 に陥っ た英雄を救うのは
多く の場合, 彼の 馬である o 遊牧民にと っ て 馬は実生活におVlて も切 り離せない存在であっ た
が､ そ の ことは英雄叙事詩に も色濃く反映されて い るのである｡
ほ とんどの作品にお い て ､ 英 掛 こはそ の片腕となる盟友が登場する Q そ の人物 払 幼な じみ
であっ たり ､ 敵の勇士で あっ たりするが､ 英雄 の馬と同様に困難に直面した勇士 を救し
､､ とき
に主人公の英雄以上の活躍をする こともある○ 敵の勇士が , 主人公と の戦いに敗れ､ ある いは
主人公の非凡さ ､ す ぐれ た能力や寛大さに心打たれ , 味方 になるの で ある ｡ また敵の勇士 は､
多く の場合異教絶 つ まり非ムスリムであるため､ そ の際にムスリムに改宗するとuうエ ビソ
-
ドも しばしば見られる｡ また , 盟友はハ ンの 娘など女性の場合もある ｡
さて ､ 英雄叙事詩の最大の 山場は英雄が敵に勝利する場面であるo 勇士 は愛馬や盟友の協力
を得て ､ 敵と戦い , そ の 放とんどに勝利するc ク ライ マ ッ クス は敵の ハ ンや最強の勇士 との
一
騎討ちである こ とが多く ､ そ の様子は詳細に語 られる ｡ 戦い は刀ある い は弓矢による騎馬戦で
ぁる ことが多い ｡ 敵に勝利 したあと､ 英雄が故国 に凱旋し, 祝宴が行 われる様子もしばしば描
かれる｡ 勇士の活掛こよ っ て ､ 救国に平安がもた らされて ､ 物語は終わるのであるo
以上の ような叙事詩の 特徴 札 カラカルパ タの みならず､ 他の 中央ユ
ー ラシア - テ ユ ル タ系
民族の叙事詩にも見られ るもの で , とくに近隣のカザフやノガイなど とは共通点がきわ めて多
い ｡
ヵラカルバク叙事詩の 表現形式は､ カザフ な ど他の中央ユ
- ラシア のテ ユ ルク系叙事詩 と類
似 しても､る｡ 基本的に韻文主体であるが, 多く は韻散混合文であるo 韻文部分の
一 行は基本的
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に7 - 8音節 で あるが , 1 卜1 2音節の形 式をとる も の もある o また ､ 押韻は脚韻を踏み, 効果的
にリズム感を出して い る ｡
英雄叙事詩はふつ う, 人々 が多く集う夜に語 られた o か つ ては女性や子供は参加を許されず,
外か ら これを聞い た ｡ 語 り手は, 自身と聴衆の 調子 を合わせ るため に ､ い わゆるテル マ を序曲
と して歌うo テ ル マ とは叙事 詩や レパ ー トリ ー の餐い 部分で ､ 長く て も1 50行ほどである o 叙
事詩の レバ - トリ ー を列 挙するテル マ もあり､ ｢何を語ろうか+･ と聴衆に尋ね る こともある o
語り手は ､ 聴衆の様子や 語 りの 場の状況によ っ て ､ 逸話を選び, それらを ときに詳細に､ とき
に大まか に語り､ また即興 でテキス トを様々 に粉飾した ｡ 聴き手はか け声な どで反応し､ 語り
手もそれ に応えるo 盛り 上がりによ っ て は, 語りは休憩を取りながら ､ 日の 出まで療く こ とも
あっ た ｡
さて ､ カ ラカル/マタ叙事詩の 採集作業を最初に行 っ ためは , ア ブべキ ル - ディ バ エ フ とい う
人物である ｡ デイ バ エ フ(1 8 56- 193 2) はオレンブルグ生まれ のバ シ ュ コ ル ト人 で ､ オレンブ
ルグの陸軍幼年学校卒業複､ 夕シ ュ ケントで軍務 につ き､ 1 8 83年に民族学資料の 採集へ･ 調査を
行うo 彼は同時にアル パ ミ シ ュ や エディ ゲ､ シ ョ ラ､ ペケトなどの 叙事詩を採集 し, それらを
1891- 1907年 にか けて 『シルダリア州統計資料集』
'
に発表 してn る .
カ ラカル バクの 口承文芸の集大成 ともいうベ き作品集 『カラカル バ ク = フ ォ ー ク ロア作品集』
が､ 1977年か ら1990年 にか けて 出版された o これは全20巻からなり､ カ ラカル バタ口 承文芸
の様々 なジ ャ ンル の作品が収録されて い る ｡ こ こには ､ 叙事詩や昔話 ､ アイ トウス などの ジャ
ンルの代表的な作品が網羅されて おり ､ カラカ ルバク 口承文芸を体系 的に知る格好 の作品集で
ある ｡
ソ連崩壊 による独立以後､ カ ラカル バク 口承文芸の 多くの作品が公刊されるようにな っ たo
オギズ - ジュラウの 語 り による･｢アル バ ムス+ や エ セムラト ニ ジ ュ ラウの語りによる ｢コ ブラ
ン+ などがその代表的な例で あるが , そ の中には初めて刊行されたテクス トもある ｡ 1995年に
出版された ｢ショ ラ 三 バ トウ ル+ がまさにそ の よ うな作品で ､ これによ りそ れ までその存在が
知られるに過ぎなか っ た ｢シ ョ ラ - バ トウル+ の ｢カラカルパタ版+ テクス トが広く世に知ら
れ るようになっ たの であるD
rアル バム ス - パ トゥル+
出典 A ]p amys Batyr:E 3rgizskayapoem a. Tashkent,1901. 伊aks oy a B. A Tpa mysh: Centr alAsia n
Ide ntio7 underRu ssia nRule. 1Iartford, Co nn. ,1989.)
あらすじ
子供に蕃まれぬバイ示ル とバイサル は子供を願 っ て聖者廟を誇でた o 願 いが叶 っ て生哀れた
アル バムス 1とゲ ルバ ルチ ンは殖親した o 祝い の宴が, 修行僧を招u て ､ 盛大に開か れた｡
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7年が過ぎ去 ると, バイ ボル とバイ サル は仲違い をした ｡ そ のた めバイ サルはカル マク のく
に へ と移り , 苛酷な生活を壊し1られた o
さらに7年が 過ぎて ､ パ ルテ ンは美 しい娘にな っ た ｡ カル マ クの ハ ンとカル マ クの 勇士カラ
ジャ ンが彼女を我がもの に しようともく ろみ , 互 い に争 っ た ｡ パ ルチ ンは競馬で勝っ た人 に嫁
ぐという条件を出した ｡
そ の ころ､ アルバ ムス は名馬バイチ ュ パルに 乗っ て ､ パルテ ンを探す旅に出て い た｡ アルバ
ム ス はカラジャ ンと出会い ､ 彼と戦 っ て破 っ た ｡ 敗れたカラジャ ンは ､ ムス リムになることを
誓い ､ アル バムス の友人 とな っ た o カラジャ ンはパ ルテ ンの もとに行 き､ アルバ ムス の到来を
知らせ た ｡
パ ルテ ンを巡る競馬がは じま っ た . 参加を認められぬアル バ ムス の 代わ りにカ ラジャ ンが彼
の愛馬バイチ エ パル に乗 り､ 競馬に参加 したo カル マ ク側はバイチ ュ パル に怪我させて ､ これ
を妨害した o 最大の 障害は, カラジャ ンの息子ドスムハ メ ドであっ たo カラジャンは彼を殺し､
見事 ゴ ー ル した ｡
敗北を認めないカル マ クは ､ 次に相撲セの勝負を挑むが､ ア)レI
o
ム ス は敵を こと ごとく倒す.
こうしてカル マ クを破 っ たアル バムス は , パルチ ンとともに故郷 へ 帰 っ たの であ っ た｡
棟概
そ の昔､ シデリ - バイ ス ンの地に, バイボル とバイサル という二人 のバイ (富者) がい た｡
子供の い なV)二人 は, 生まれた子供が異性同士 であっ たら, 結婚させ ようと互い に約束 した｡
二 人は子供が授か るよう ､ 聖者廟 を訪ね ､ 子供が無事に授か るように祈っ た ｡ そ してバイボル
は妻ジャ ンタラス ､ バイ サルは妻アルトウン - サチ ュ の もとに帰 っ た o 聖者に ､ 彼らの願い は
届き､ 9ケ月 と1 1日が過ぎ, 偉大な る神によ っ て 二人 に子供が軽かうた . バイボルの妻ジ ャ ン
= タラスは男の子と女の子を, バイサルの妻アル トゥ ン - サチ エ は女の子を生んだo
祝宴の た め , 90頭の 雌馬が屠 られ､ あちこちで 炉が 如 ゝれ た o アル トウン
- カバク
2
が行わ
れ , 相撲が取られるなど, 様々 な競技が30日続き､ 宴は40 日続いた o 二 人はそれぞれ子供を逮
れて きて , ム ッ ラ ー (イ ス ラ ー ムの儀礼を司る 人物) の腕に抱かせた o ム ッ ラ
- に子供の命名
を求めたが､ どれも気に 入るもの ではなか っ た o そ こで ､ カランダル (イス ラ ー ム修行僧､ 托
鉢僧) を宴に招き, 彼ら に命名するよう依顕した ｡ そ して , バイボル の息子はアル/てムス ､ 娘
にはカルル ガチ ュ ､ バイ サルの 娘はゲルバルチ ンと名付けられた ｡ 修行僧は ｢グルパルチ ンは
アル バムス の妻にふさわ しい人物となるであろうo 我らほアルバムス の ピ
ー ル
3
であるo 困難に
陥っ た ときには彼を助力する であろう+ と言っ て去 っ て い っ た o
7年の月日が経 っ たo ある日､ 二人 は ｢われらの子供 拙守来夫婦となる｡ 我らは親類なの だ+
と祝宴を行うこ とに した o コ クポリ
4
を行うと､ 二人はライバルにな っ たo バイサリ 札 バイボ
ルがコ クポリの 羊に悪魔を宿 したと怒り､ パルテンをアルJてムスに嫁がせ るこ とをやめ て しまっ
た o そ してバイサルは6ケ 月と440 日離れたタイ シヤ - ハ ンの支配するカルマクの地 へ 移動する
ことを決めた ｡ 90頭の ラクダに荷を積んだ｡ ｢パルチ ンほ ､ 宗教を知らぬカル マ クに嫁がせ るユ
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とい うバイサル に, 妻ア ル トウ ン - サ チは ｢や はり故郷に戻りま しょ う+ と言 っ たが, 彼は聞
き入 れなか っ た o 6ケ 月と40日かけてカル マ クの くににた どり着n た o カ ル マクの くにで 彼ら
は貧 しい暮ら しをしなが ら ､ 税を納 めて 過ごしたo カル マ クに着い た とき､ パ ル テ ンは7歳で
あ っ た ｡
7年の 月日がさら に経ち ､ 1 4歳に な っ たパルチ ンは美しい娘 にな っ て いた o パ ルチンの 美し
さに つ い てはカル マ ク の ハ ンの 耳にも入 っ て い た｡ ハ ンの従者たちは 彼女はハ ンに こそふさわ
しい と進言 した ｡ その 頃 ､ カラジャ ンという別 のカル マ ク人がいた ｡ 彼は勇敢で力強い戦士 で
あ っ た｡ カ ラジ ャ ンは ､ ｢ハ ンの任務は統治にあり｡ そ の娘を得よう とする ことは彼の任にあ
らず+ と言 っ て , ｢彼女は私が要ろう+ と宣した｡ 多く の大臣が集まり ､ こ の 件につ き討議し､
ハ ンに進言 したo ｢かよ うな論議はお止 め下され Q かくな る上は ､ 閣下から9 人､ カ ラジ ャ ン
か ら9人 の使い をバイサル の もとに送 り､ 彼と話 し合わせ ､ 彼にどちらがふ さわ しい か決めさ
せ て はいか がか と+ と彼らは勧めた o
ハ ンもカラジャ ン もそ れぞれ使いを選んだ｡ それぞれの 使い にパル チ ンは , ｢私の こ とは私
が決めます｡ 40日離れた地から ､ も っ とも早く 私の元にや っ てきた人物を選ぶ と, 戻 っ て伝え
なさい+ と答えた o そ して ､ ハ ンとカラジャ ンは互 いに敵同士 とな っ たo 戦が始 ま っ た o 互い
に殺 し合っ た ｡ 4ケ月経 つ と互い に疲弊した o
さて ､ そ の こ ろアル バ ムス は駿馬バイチ ュ パ ルに乗り , 許嫁 を追っ て ､ カル マ クの土地に向
かおうとして いた ｡ バイ チ ュ パ ル は, バイボル の従者クルタイが手塩 にか けて育てた荒馬で あ
る｡ テル パムス の両親は ､ ｢旅立 っ て も死しか待ち受けて い ない だろうo 彼女を追いかけるの
は止めろ+ と引き留め た が､ アルバ ムス はクル タイの もとに行 っ た ｡ クル タイは ｢どうぞご無
事で+ と祈りながら ､ チ ュ/耳ルの首 にお守りをつ る した o そ して , 金の鞍を馬に載せ ､ 乗り こ
なすの が難しいバイチ ュ パ ルに乗っ て , グル パル テ ンを探しに出かけたの であ っ た ｡
そ の ころタイシヤ とカ ラジャ ン双方の 軍隊は みな戦い に疲れ､ 眠 っ てVlた o ある日 ､ 夜明け
近く に､ カラジャ ンは蹄 の音に気付き､ 飛び起 きた ｡ しか し､ そ の昔 の 正体を塵壌の ために見
る ことができずにいた ｡ アルバ ムス の守護聖霊 は強力で ､ カラジャ ンの 守護聖霊が見 つ けるこ
とができなu ほどであっ たo カ ラジャ ンの黒馬 はアル バム ス を見る こ とがで きたが ､ カラジャ
ンの 馬はバイチエ パル を恐れ､ 右 に左 に落ち つ きなく動き回っ た Q そ こにカラジャ ンは1 4歳の
アルバムス を見た｡ カラジ ャ ンが ｢おまえの命を取ろうo おまえの血を流そうo どこから来て ､
どこ へ行くの だo 何者だ+ と訊ねると , ｢我が名を訊ね るならば､ ア ルバ ム ス ｡ 我が父の名は
バイボル ｡ 茶色の ガチ ョ ウが飛 ぶバイス ン湖か らやっ てきた ｡ パル テ ンの後 を追 っ て｡ パルテ
ンは この くに へ 去っ たか らだ+ と答えた ｡ カラジャ ンは大声で笑っ た ｡ ｢お まえの 法かに二人 ､
彼女を追いかけて い る も のがいる ぞ｡ もとい た場所に帰れ . お まえの パルテ ンを連れか えるこ
とはできないぞ+ とo アル バム スは怒り に満ち たo ｢自分は勇敢で ､ 私は臆病だと思うなo 私
が怒れば,〉r おまえの首 を切り落 とすぞ+ o
ニ 入敗戦うこ とに した ｡･カラr･ジ ャンが ｢おま えが先に攻めよ+ とい うと, アル バ ムス は ｢お
まえの髭克ま白い o 年長 の お まえが先に攻めよ+ と答えた｡ そ の ときア ルバムス を命名 した7人
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の 聖者が現われた｡ 霊力でアル/てムス を鉛の ように重くした o
アルバ ムス は訓常 に重か っ たため ､ カラジャ ンには持ち上 げることができなか っ た o カラジャ
ンはアルバ ムス を投げようとしたが､ それも敵 わなか っ た o カラジャ ンは ｢彼娃胡桃の木で ,
深く横付い てい るかの ようだ+ と思 い ､ アル/マムス に攻撃権を与えたo
アル バムス は神の御名を三度唱えて ､ 7人 の聖者を呼びながら ､ カラジャ ンの帯をつ かんだ｡
そ して彼を持ち上げ､ 投げ落と した ｡ カラジャ ンを鼻か ら血が出るほ どき つ く締めつ けた ｡ そl
して アル バ ムス が彼を投げ飛ばそうとすると､ カ ラジャ ンは彼に許しを乞うた ｡
｢あなたがパルチ ンを探 して いやのなら ､ すぐに見 つ かる だろう｡ 私 は愚か にも､ 自分が優れ
て い ると勘違い して いた o 私はあなたの 神を受 け入れ､ その 神の信徒 を認め､ あなたの友人と
なる所存である o 私はムス リム とな っ た ｡ 我が神は唯 一 神である o +
アルバ ムス 臥 ｢こや つ を殺して も､ 黒き大地は満た されまい o こ やつ はムス リムにな っ た
ことであるし+ と考え , 攻撃を止めた｡ カラジ ャ ンは観念した ｡ そ し て ｢私はあなたの友人と
な っ たo ア ツ ラ ー の 教義をお教え願い たい+ との カラジャ ンの頼み に応えて ､ アルバ ムス はイ
ス ラ - ム の教義を教え込み ､ 互 いに抱擁し合っ て , 友人 とな っ た o
カラジャ ンは黒馬に､ アル/1
.
ム ス はチ ュ パル に乗り ､ カラジャ ンの 家を訪ね たo カラジ ャ ン
は友人を もて なした｡ 5日が経っ た ｡ カラジャ ンはアルバ ム ス に ｢許 しを くれ るな ら ､ 私がパ
ルチ ンを探しに参ろう｡ き っ と彼女にこの よし1知らせ を伝えよう+ と提案した ｡ アル バムス は
｢それは い い考えだ+ と承諾したので ､ カラジャンはアルバムスの 名馬バイチ ュパル に乗っ て ,
パルテ ンの白い 天幕に向か っ た o
カラジャ ンは言っ た D ｢この白い家に堆かい れば, 外に出て知らせ よ+ o する とパルチ ンが
出て きて ､ ｢異邦人には 心の喜びがない ○ 訪ね る客もなVlo 友人もな い+ と嘆い た 凸 カラジャ
ン臥 ｢バイス ンのく にか らの知らせがある o 14歳の アルバムス があなたを追っ てや っ て きた｡
チ ュ パルに乗っ てや っ て きたの だ+ と知らせた crパルチ ンは ､ 昼 も夜も泣きつ づけ､ 涙で湖に
なっ たと, 悲しみを表わ した ｡ カラジャ ンはアルバムス と友人にな っ たい きさつ を舌した｡ そ
して ､ ｢あなたの 愛する人は､ どんなバ トゥルも敵わな い人です ｡ 戦場で は､ 40人のバ トゥル
に匹敵するで しょう+ と言うと､ パルテ ンは ｢競馬で40日離れた地からの勝者を , それがクズ
ルバ シ ュ で もカル マクで も選ぶ とい っ たはずで す+ と答えた｡ これ を聞い て , カラジャ ンはア
ルバ ムス の元に戻り､ パ ルテ ンが言 っ た ことを伝えた o する とアルバ ムス はバイチ ュ パル を七
日七晩十分に休ませ た｡
そ して 競馬の 日がや っ てきた o タイ シヤ - ハ ンがアル/てムス をまだ幼い と して ､ 参カロを認め
られなか っ たため ､ カラ ジャ ンが代わ りに出馬することにな っ た ｡ カ ラジャ ンは ｢友情の ため
に, 勝利するぞ+ + とチ エ パルた乗っ た o アル/1
o
ム ス は ｢私は神の 祝福を得て ､ バイス ンの地
か らや っ て きた o 私臥 友情ゆえに愛馬バイチ ュ パル におまえを乗せ る こ とにしたのだぞ｡ 決
して この信用を裏切るな o バイチ エ パル には細心の注意を払うの だぞ o 友人であるからおまえ
をチ ュ パルに乗せ るのを 認めるの だ+ Q こう言 っ て アル′てム ス はカラ ジャ ンと別れを告げ､ 彼
を見送っ た ｡
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やがて , タイ シ ヤハンの 命 により､ カラ ジャ ンと4 90 人の バ トゥル による 競馬が始ま っ た｡
聖者の援助によ っ てカ ラジ ャ ンは馬を進めた o 1 5日後∴ァクプラク という､ カル マ クが集う泉
に着い た ｡ カラジャ ンの 耳に､ ｢われ らは涙を流 して い るぞ o ス ンナ のため に豊か な大地を棄
てる ことはや めろ｡ カ ラジ ャ ンよ､ 故郷 へ 戻れ ｡ お まえはム ス リム にな っ たそうだが, こ の競
馬におまえの出る幕はな い ぞ｡ さあ､ 戻 るの だ+ との言葉が届u た o この とき､ バイチ エ パル
も これらの言葉を聞い て い た ｡ バイチ エ パル の 理解力は人間を越え て いた ｡ バイチ ュ パル は聖
者たちに護られ る馬で あ っ た ｡ カル マ クの言葉は､ 矢の ようにバイチ エ パル の心を射抜い た｡
カラジャ ンはバイチ ュ パ ルに鞭打つ が､ 少 しも動こうとはしなか っ た ｡ カラジャンは , バイチ ュ
パル を休ませた方が い い と考え ､ 飼い馬袋に餌 を入れ､ バイチ ュ パル に与え ようと した｡ しか
し､ バイチ ュ パル は飼い 馬袋を見た ことがなか っ た の で ､ これを恐れた o カラジャ ンは無理や
り, バイチ エ パル の頭を袋 に入 れて ､ 食 べ させ ようと したが ､ バイチ ュ パル は決 して食べ よう
とせず, 口 の周りが泡だ っ た｡ これを見て い たカル マク人 たちは､ ｢おn ､ おまえの馬が優勝
するぞ+ と愚弄 しながら皮肉っ た o
タイ シヤ は､ 競馬の 順位を確 認するた め使者を送 っ た ｡ 使者 は ､ ｢タイシヤ - ハ ンの栗毛馬
とカ ラジ ャ ンの 馬が接戦 を して います｡ そ の他 の馬はまるで牛の よう です｡ カラジャ ンの友人
の馬はたn した馬です+ と報告した ｡ 9人のカル マ ク人がカラジャ ンの 傍に送られた o カラジャ
ンはムス リム になっ てか らずっ と, 一 度も礼拝 を欠かす ことがなか っ た . 礼拝中､ バイチ ュ パ
ルはカラ ジャ ンの後ろに い た ｡ 使者はバイチ ュ パル の体を調べ て みた ｡ する と, 肩には巽が生
えてい た ｡ 彼は この馬を恐れ て ､ そ の場を離れ､ 再び人 を集めた｡ 彼は ､ 490人 のカル マ ク人
を集めて , ｢よく聞け､ 私はムス リム との戦争を行う ことに した ｡ アル バムス の馬は凄い ｡ 20
日の道の りを7日で進むで あろう+ と言っ た ｡
すると､ カ ラジャ ンの 一 人息子 ドスム ハ メドは彼に ｢父 には, 勇士 の7日間の眠りが必要で
す｡ 7日後には疲れた馬 も回復しまし ょう｡ この こ とを利用するの です ｡ 父カラジャ ンが勇士
の7日間の 眠り につ い たとき､ バイチ ュ パル を殺せ ばい い の です｡ そ して 父の手足を縛りあげ
ましょう+ とt,1っ た .
そ して ドス ム ハ メ ドは父カ ラジャ ンの と ころに来た o 父はぐ っ すり 眠っ て い たc 彼は490人
のカルマ ク人を呼び､ 父 の 手を縛らせた占 そ し て彼らはバイチ ュ パ ル の元 へ 行き, あるものは
手綱 を､ またある もの は鐙 をつかん で仰向桝こひ っ く り返した｡ さ ら に, 蹄鉄の釘を4 つ の蹄
に打ち込み , 満足 して立ち去 っ た ｡
3日が経っ たo カラジ与ンは , 胸が重くなり, 跳び起きた o あたりを見まわすと誰もいなか っ
た o
■
手足をしばられてし)たため､ 転げまわ っ た . 彼は縛られてVlたこ とに気づき､ バイチ ュ パ
ルを探すと, 何かが地面 で動い て いた o 近づし､てみ ると､ 仰向桝こ倒れてい るバイチ ュ パルで
あっ た｡ カラジャ ンは ､ そ の状態を嘆き, 聖者 に助けを求めた｡ ｢我が友は , 哀れにも蹄に釘
を打ち込まれて しまい ま した ∴私の悲しみ をお聞きく
･ださbl+ とo
すると､ カ
‾
レンダル たちが窺わ れた ｡ 彼らはカラジャ ンに近づき ､ 手を差 し伸べ た｡ ｢おま
えの道が開かれ, 危険な 目に遭わぬ ように｡ バイチ ュ パルが競馬で優 勝する ように ｡ パルチ ン
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がアルバムス と静まれるように｡ + と述べ て ､ 消え去 っ た ｡ カラジャ ンは出発する こ とに した｡
バイチ ュ パルは ､ 痛みのあまり蹄に火が つ い たよう になりなが ら, 疾走した o
3日経 っ て , カル マ クに追い つ き､ 追 い越した ｡ バイチ エ パル は昼 も夜も駆けた ｡ 5日の後､
カラダグ坂に さしか か ると ､ 先に はドス ムハ メ ドだけが進 んでい た ｡ カ ラジ ャ ンは息子に､
｢手綱を緩めよ､ 息子 よ ｡ おまえ には思慮がなVゝo + とV)うと息子は ､ ｢父よ､ お言葉は受け
入れられませ ん o 戦にな っ て も, あなたを気に止めませ んo + と答え た o カラジャ ンは怒り心
頭 し､ バイチ ュ パル に鞭打っ た ｡ 息子 も同じく ､ 自分の馬に帝打っ た ｡ 二頭 の馬は競る｡ 勇士
たちは激怒する ｡ 蹄が蹴る石は火花を放ち ､ その足跡は深い穴にな っ た ｡
ドス ムハ メ ドは反抗的に振舞 っ た ｡ 文カ ラジ ャ ンは ｢私 は4度 も頼んだの に､ お まえは止ま
ろうとしなか っ た o おま えは私を尊敬してい な い のだな+ と言 っ て ､ 彼の頭 と帯をつ かみ ､ 巨
大な岩石 に投げつ けて , 殺 した｡ そ して息子 の 白い剣をつ かんだ｡ ｢友の ためなら､ 神よ, あ
なたも この ようにV壮 した ことで しょう+ とつ ぶや u て, 息子 とそ の 愛馬を殺 したのだっ た ｡
彼は義理 に忠実なバ トゥルにな っ たの であるo 彼は悲しみながら, 先を進んだo
7日が経 っ た o ハ ンの元 に使者がや っ てきた ｡ ｢カラジャ ンの ほか には誰も来なV)+ と知ら
せた o アル/マムス は丘 に立ち, バイチ ュ パルが戻っ て くるの を見た c ｢おまえの首にお守りを
っ る したの だか ら､ おま えが敗れ るはずはない のだ｡ おまえが勝て ば, コ ングラトの未来は安
泰だ .I+ と つ ぶや nた o 競争はバイチ ュ パル の 勝利に終わ っ た o アル ^
o
ム ス の もとに戻 っ たバ
イチ ュ パルは ､ 失で打たれた ように倒れた ｡ 蹄は人 の頭性 どに腫れて い た｡
アル バムス は刀を抜き , カラジャ ンに言っ た ｡ ｢私はムスリムには害を及ぼさぬが､ 愛馬を
見た ときに､ 友人を失 っ て しま っ た｡ 私にたい するおまえの 友情はど こに行 っ たのだ｡ お まえ
の首を落としてやる+ とo する とカラジャ ンは , ｢15日目にアタブラクに看い た ころ, 異教徒
カル マクのや つ らが我らを侮辱 したの だQ その 後, 私が勇士 の七日の 眠りにつ いて いる と､ 私
の手足をやつ らは縛り ､ チ ュ パ ルの蹄に釘を打ちつ け､ 歩けない ように したの だ｡ 神に助けを
求める と､ 7人 の聖者たち が現われ､ 我らを助けてくださっ た のだ｡ そ して我が
一 人 息子ドス
ムハ メ ドが追いか けて きた ｡ 私はすぐに引き返すよう言っ た の だが, 聞きい れなか っ た の で ､
や つ とそ の愛馬を殺した のだo 私はあなた へ の 義務を果た したの だo + と答えた o こ の言葉を
聞い て ､ アルバムス は盟友カラジャ ンとともに泣いた ｡
ゲルバルチ ンは ｢私の スル タンの馬が戻っ て きた o 早速 ､ お祝い の 言葉をかけなくて 軌 と
アルバム ス とバイチュ パ ル を祝福 した o 三人は ､ バイチ エ パルの蹄か らたまっ た血 を挟も1て手
当て をして や っ た o グルパ ル チ ンは15日､ カラジャ ンは15 日､ そ して アル/h
o
ム ス は10 日看病
してや っ て ､ 40日目 には完治 したのであっ た ｡
パ ルチ ンとカラジャ ン ､ アルバ ムス の三人 はカル マ クの地にある家に集まり, アルJマムス と
パルチンの結婚式が行わ れた ｡ 彼らは故郷へ 戻る こ とを望んだが, タイシヤ ハ ンの大臣はハ ン
に､ ｢パルテ ンがアルバ ムスに嫁 ぐの を本当たぉ許しにな るのですか ｡ 我々 が約束を反古 にし
たらどうなるでしょう o パルテ ンを行かせて はなりませぬぞo 閣下には90 人の 力士がおり ますo
今度は相撲での勝利を条件にして はい かかで し ょう+ と進言 した ｡ タイ シ ヤは使いを遭 っ てア
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ル パムス を呼ん だo タイ シ ヤ の前にわずか1 4歳の アル バ ム ス が現わ れた o タイ シ ヤが彼 に,
｢少年よ ､ 6ケ 月の遠き地 か ら許嫁を探 しに来た の か｡ お ま えは競馬 には勝っ た｡ だが , 相撲
で勝利せねを■卦ヾル チ ンは 手 にで きぬぞo + と言うと, アル バム ス は こ れ を受け入れ たo 力士が
現われた o 相撲が始まっ たo 敵をつ かみ , ハ ン の足元 に投げた o 相手 はすで に生きて いなか っ
たo 30分後, 9人 の力士たちが敗れ去っ て いた o 謹も彼と戦おうと しなか っ た o
そ のため ､ カル マ クはバイ チ ュ パルを殺そう した ｡ しか し近づい て きたカル マ ク人をチ エ パ
ルは蹴り上 げた ｡ アル バ ムス は ､ ｢戦おうとい うもの は誰 もい ない よ うだな+ と言 っ て ､ チ ュ
ノ℃レに乗っ た ｡ カル マ クたちは彼を取り囲み ､ そこから帰そ うとしなか っ た｡ アル バ ムス は怒 っ
た o カル マ クはアル バム スに矢を射たo しか し､ 失は届か なか っ た o アル バ ムス は ､ 無数のカ
ル マ クの中に, チ ュ パル を駆 っ た o 刀 を振り回 した ｡ カル マ クの首 を はねた o 彼の刀が曲がる
ほどであ っ た. タイ シ ヤ ハ ンは どちらが戦い を始めたか を聞い た o 部下は ｢アル/てムス です+
と答えたが ､ ハ ンは ｢お まえが戦を引き起 こ した の だろう+ と叱 り､ 処刑した o
こうして ､ アル バ ムス はパルテ ンのた めに､ 愛馬を競馬に勝たせ ､ 格闘で も勝利 し､ 多くの
カル マク を殺したの で あ っ た ｡
90頭の ラクダに荷 を積んで ､ ア ル バムス はパ ルテ ン､ 彼女 の父バイサル ､ 母 アル トウ ン- サ
チ ュ とともに故郷 へ と向か っ た o そ して ､ 親友 カラジ ャ ン と別れ を告 げて ､ 彼を見送っ た . 6
ケ月 と40日かけて無事､ コ ングラ トの ジデリ - バイス ンの 地に戻 っ て きた ｡ 彼の両親､ 家族は
泣い て迎えた ｡
アル バ ムス は盛大な宴を催 した｡ 人々 が集まり, 彼を賛美 した｡ アル トウン - カバクや競馬､
格闘技が行われた o 競技は30日 ､ 祝宴は40 日続い たとむ1う ｡
解説
｢アル バ ムス (テルバ ミ シ ュ)+ はウズベク ､ カザフ , カラカルバ ク､ バ シ ュ コ ルト, カザ
ン - タタ ー ルなど中央 ユ ー ラ シア各地 に伝わ る叙事詩であ る｡ 南シ ベ リ アの アル タイには この
作品の ｢原 型+ とい わ れる ｢ア ル プ= マ ナシ ュ+ が伝えられ, また トル コ で藩 られて い た ｢デ
デ… コ ルクトの蕃+ に はアルバ ムス か ら派生したとい われる ｢バム シ - ベ イ レク+ にまつ わる逸
話が残されて い るなど､ 中央ユ ー ラシアにとどまらず, 広くテ ユ ル ク世界に馴染みの深い作品
で ある とも1える ｡
中央ユ ー ラシアに語り伝えられてきた ｢アル バムス+ に関して い う と､ これまで に非常に多
くの テクス トや翻訳が刊行されてVlる o,公刊 された も っ とも古い ヴア リア ントは､ 1899年にカ
ザンで出版 されたエ ス フ ベ タ - セイフ ルイス ラムに よるテクス トで ある o 次 いで ､ ディ ヴァ エ
フが編纂したジ ェム ラトの語り によるヴア リア ントが､ 1901年に夕シ ュ ケントで出版されてい
る｡ しげれもア ラビア文字によるテクス トであっ たo 以後 , 最初に公刊されたヴア リアントが､
1910年代 まで い くども再版された ｡ 1920年 以降は ､ 様々 なヴア リア ントが夕シュ ケント､ ク
ズル オル ダ, アル マ アタ (当時ト モス クワ ､ カザ ン､ ウフ ァ な ど各地で 出版され, 同時にこ
の 作品の ロ シア語訳も多く刊行された ｡ た とえを£ は じめて ｢ウズベ ク版+ の 書き取りが行わ
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れたの は , 1922年の ことであっ た D こ のとき採録されたフ ァ -})レ- ヨルダシ ュ の蘇り によるヴア
リア ントは1939年に公刊され ､ そ の後も何度も出版されたo 独立後の ウズベキス タンで も, こ
の ヴア リア ントが ｢ウズベ ク版+ の標準的ヴア リアントとされ て い る｡
現在､ ウズベキス タ ンで は1999年にユ ネス コ の後援で ｢英雄叙事詩アル パ ミシ ュ 千年祭+ が
催されるな ど､ こ の作品はウズベ キスタンの 代表的叙事詩 と見なされ て い る o 同国で ｢アルパ
ミ シ ュ + が数多く出版されて い る ことや主人公の故郷がウズベキス タ ン蘭内にあるとされる こ
となどが､ こ の祭典が同国で開催された理 由で ある ｡ も っ とも ｢アル パミ シ ュ + が語 り伝えら
れ る の はウズベ クに限っ た ことで はなく ､ たと えばカザフ にはマ イ コ ト ニ サ ンドウバエ フやス
ル タンクル エ ア ッ コ ジャ エ フ , アブディ ラユ ム - バイトウル ス ノフな ど, 様々 な語 り手たちに
よるヴアリアン トが語 り継がれ ､ い く ども刊行され てい る ｡
さて ､ 今回取り上げたヴア リア ントは, ジェム ラト ニ ジ ュ ラウⅩ HiieMy PaT X LtPay (18 36-
1908) の 語りによるも ので ､ ディ ヴァ エ フが1901年にタ シ ュ ケ ントで 出版 した , アラ ビア文
字 によるテクス トである (バクソイがオリジナルテクス トをその まま付録 としたもの を利用し
た) o 本稿で取り上げたヴア リア ントは ｢シルダリア州統計資料集+ 第10集には じめて発表さ
れた もの で , これが中央 アジアで最初に公刊さ れた ｢アル バムス+ の ヴア リアントとされ て い
るo デイ ヴァ エ フ自身は この テクス トを1 89 5年には手に入れて いた ことか ら､ 書き取りはそれ
以前に行われた もの と推測されるo こ の ヴア リア ントが, はじめ て公刊された の は1901年の こ
とであるが､ そ の後も1922年に 『バ トゥル たち』 という叙事詩撰集に収録されるなど再版され
て い る｡
デイ ヴァ エ フ は この ヴア リア ントをカザフ の もとして い たが , 実際には語り手の ジェム ラト
ニ ベタムハ メドフ はカラカルバ ク人である ｡ そ のため ､ 本稿では この テクストを ｢カラカルバ
ク版+ として取り上げた o なお､ ベタムハ メドゥルか ら誰が書き取っ たかは不明である ｡ 興味
深い の は , ディ ヴァ エ フ が ｢ ベクムハ メドフは写本の下に詩 を加えて終わ らせた+ と記してい
る韓である ｡ そ こには､
人々 は彼の くにで幸福であっ た ｡
皇帝の功 掛ま､ 神の功績｡
私が皇帝 に行っ た作業はよき こと｡
この言葉を番 っ たの は ,
ベクム ラドオグル - ジャムラド ニ パ フ シ
5であ っ た ｡
とあるが､ 皇帝 (ロシア皇帝) を費えて いる こ とはロ シア総督府の指示によっ て書き取られた
ことを暗示 してい る ｡ 実際, この作業はロ シア の アムダリア総督ラズゴノフ 陸軍少将の指令に
ょ っ て行われた ｡ も っ とも､ ラズゴノフ の指揮というよりもディ ヴァ エ フの 要請による もの と
考えられ て いる o
本ヴア リアントは,. 嶺散混合文で約1 700行からなり
, 他のカラカルバ クの語り手によ るヴァ
- 41 -
リアント (エセム ラト ニ ジ ュ ラウ の1万7千行 ､ キヤス - ジ ュ ラウの 1万 1千行 , オギズ - ジ ュ
ラウの7千行) と比べ る と小規模である｡ こ のヴア リア ントの言語はカラカル バク語であるが､
ウズベク語ホラズム方言 に近い との指摘がされ て いる o これ は語 り手 の ベ クムハ メドフがカラ
カル バクス タン南東部に位置する､ ウズベク人 も多く住む トル トウコ ルに住ん で いたか らであ
ろうo
なお ､ 本稿でi£ 便宜的に ｢カザフ版+ ある 川ま ｢カラカル バク版+ と表記 したが , ある ヴア
リア ントをそ の語り手の ｢出身民族+ や採集地 にもとづい て機械的に ｢ - 版+ と切り分けて分
類するこ とは適切で なく ､ 採集された背景や語 り手の特徴を考慮す べ きである｡ アル バムス に
限らず, 中央ユ ー ラシア の 叙事詩は､ ある特定 の ｢民族+ にのみ伝わ る叙事詩は少なく ､ むし
ろ複数の ｢民族+ や広範な地域に広が っ て いた ｡ そ のため ､ 叙事詩作品に つ い て考える際には､
ある ｢民族+ の作品と捉え て限定的に見るので はなく ､ そ の作品が伝 わる周辺地域 I ｢民族+
の ヴアリアントを考慮 しながら､ 複合的に検討する必要があろう｡
次に作品の内容につ い て見て みた い o
アルバム ス は､ 中央 ユ ー ラシア - テ ユ ルタ系叙事静の典型的な勇士 である o 魂も乗る ことの
できなn , 暴れ馬を乗り こ なし､
■
敵と戦えば､ 怪力を発揮 して相手 を投げ飛ばし, 刀 を授けば
無数の軍勢を斬り倒す ｡ こう した勇士像は ､ 他 の作品の主人公の勇士 と同様に, 理想的な勇士
の姿とされた o 乗馬の 技術 と戦い の技は遊牧騎馬民族にと っ て , なiとより も不 可欠であっ たの
セあるc 作品中にあるよ うに､ 勇士が力を発揮するためには ､ 七 日間 にわた る深い 睡眠が必要
であ っ た とVlう こ とも､ 勇士 の 非凡 さを表 して おり ､ 興味深い . アル バムス の愛馬バイチ ュ パ
ル号は人間の言葉を解した り, 背中に翼が生え て い るなど尋常なら ざる馬で あるが､ こ の よう
な馬はまさに非凡な勇士にふ さわしい とい えようo
この作品にはカ ラジ ャ ン という勇士 がい るが , テ ユ ルタ系英雄叙事詩で は ､､主人公の盟友 と
いえる勇士 が重要な 役割を果たす ｡ ｢シ ョ ラ - バ ト ウル+ +■の クル ン シ ヤ クや ｢コ ブラ ン
ドゥ+ + のカラ マ ンな どが同様の 存在であるが ､ こ の 作品では ､ アル バム ス の代わ りに競馬に
出場 して おり, そ の存在の 比重がとく に大きも1.
｢アル バ ムス+ には様々 な遊牧民の伝統が反映されている o まず, 冒頭部分でバイボル とバ
イサルが互 いにそれぞれ の子供 を結婚 させよう と約束を取り決める場面がある ｡ カラカル/1
o
ク
など中央アジアの 逆牧民 の 間には 一 般 に､ . 乳幼児の ころに観たちによ っ て婚約が行われる とい
う習慣があっ た. 富裕な家や有力者たち同士で はとく に, こうした婚約が慣わしとな っ て いた
が､ 叙事詩に もそ の様子が反映されてい る のである｡
また ､ こ の 作品で は婚約に際して コ クポリが ､ トイ とい われる祝宴にお い てiま競馬や アル トウ
ン - カバクなどの 競技が行われ七いる ｡ 遊牧民 にと っ て これらの競技は ,･ 祝宴や集い には欠か
せず､ こうした場の中心的行事であっ た ｡
作品中に は､ いくどとなく聖者が危機を救い に現われる ｡ こ の聖者 はテクス トで はカラング
ルやピ ー ルとVlう言葉で琴われる. カラングル とは本来, 私財を捨て て ､ 各地を放浪しながら
修行する托鉢僧 (デルウイ - シ ュ) の総藤であ り､ またピ ー ル とは聖者 ･ 導師､ 神秘主義教団
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の 導師を表わす言葉で ある｡ 聖者廟は神にも っ とも近い場所 とされ , 信仰の対象とな っ た ｡ 作
品でバイボル と)叫 サルが聖者廟に参拝に行く場面は ､ まさに こう した聖者信仰の 表れで ある｡
こ の ような導師 ･ 聖者はときに奇跡を起すなどの ｢超能力+ を有する ことがあり, 作品で も､
アル バム ス の体重を重く したり ､ 釘を打たれたバイチ ュ パル に力を与えたり と､ 苦難を乗りき
らせるために登場するゃ しか し､ 彼らは特殊な能力をも っ た人間の 修行僧というよりは ､ 個人
を庇護する 霊的存在の よう であるo 中央アジア には ｢アル ワク+ とい う､ 困難や危機を救っ て
くれる先祖の 霊を信ずる風習があり､ 叙事詩に もしばしば描かれ るが , こ の ヴア リアントで危
機 を救い に現れる聖者はアル ワクと同様な存在として理解される べ きである o
次に作品に現れる地名に つ い て みてみ ようo ジデリ - バイス ンな る地が何処にあるか とV巧
点につ い て も諸説あるが ､ ウズベ キスタン南部の スル ハ ンダリ ョ
- 州 にあるバイ ス ンとい う場
所に比定される ことが多い o 1999年にウズベキス タ ンで ｢アル パ ミシ ュ 千年祭+ 関連行事がス
ル ハ ングリ ョ - 州で行わ れたの も､ こうした理 由からである ｡ 中央ア ジアに伝わる ｢アル パミ
シ ュ+ の ヴア リアントの 多くは , アル/てミシ ュ の硬地をジデリ エ バイ ス ンと してい るが､ より
注目す べ き 臥 この土地 よりもコ ングラトとい う集団であろうo 中央アジアの叙事詩では , 主
人公の勇士が外敵から護 るべ きもの は､ い わゆる部族集団で ある ことが 釦 1o コ ブランドゥ
-
バ トゥル はクプシヤク ( キプチ ヤク) 族の ､ エ ル - コ クシ ェ はウ ァ ク族の ､ チ ョ ラ (シ ョ ラ)
= バ トゥル はタマ族の そ れぞれ勇士 である｡ 同様に､ アル パミ シ ュ は コ ングラトの 勇士である
と伝えられて い るのである ｡ これらの ことは､ 中央ユ
ー ラシアの人々 の部族 へ の 帰属意識が強
か っ た ことを示 してV)る ｡ なおo コ ングラトは 西シベリアか らアラル 海､ フ エ ルガナ盆地にし
)
たる広範な地域に広がり､ カザフやウズベ ク､ ノガイな どの諸民族を構成する主要集団である｡
現在 ､ ウズベ ク人に含まれ るコ ングラトの 人々 はアム河下流域 , ブハ ラ､ ホラズム地方に､ カ
ザフ人を構成するコ ングラト (中ジ ュ ズ) の 人刻まシル河流域にそれぞれ居住してむ､る｡ なお､..
アルバムス の故如ま､ こ の ヴア リアントに限らず､ ｢ウズベク版+ や ｢カザフ版+ で もジデリ
- バイス ンの コ ングラ トであり ､ 中央アジア全般に共通 して い るo
敵民族は ｢異教徒+ カル マクである ｡ ｢アル バ ムス+ の中央アジア の ヴア リアントはどれも
敵がカル マ クであるが､ 興味深い の は ､ 中央ア ジア以外の アルバ ムス系統の作品で は, 敵がカ
ル マクではない ことであ る｡ 主人公の 敵は､ ｢アルプ - マ ナシ ュ+ で は巨人 であ っ たり､ ｢デ
デ ニ コ ルク トの書:バ ムシ - ベイレク+ ではバイ - ブル トの くたであるの にた いして ､ 中央ユ
-
ラシアの ｢アルパ ミシ ュ+ は押し並べてカル マクである｡ こ の こ とは , 17
- 18世紀にかけて ジ ュ
ンガルが行っ た攻撃による辛苦の記憶が叙事詩に反映されてtlる ことを示 してtlる o
ところで , ｢アル/てミ シ ュ+ の他の ヴアリア ントには第二 部ともい える, こ の話の続編が存
在するo フ ァ ジル - ヨルダシ ュ など多くの ヴアリアントでは ､ アルパ ミシ ュ と ともに故郷に帰っ
たの はパルテンのみで ､ カル マク の地にパルテ ンの両親は留まる ｡ カル マク
エ ハ ンの圧政に苦
しむ彼らを救い にアル パ ミ シ ュ が再びカル マ ク の 国 へ赴き, カルマ ク と千曳を交える とVlうあ
らす じで ある ｡ これらの ヴアリ アントには､ ア ルパ ミシ ュ の敵はカル マ クだけではなく , 彼の
留守中にパルテ ンを狙い ､ コ ングラトを支配せ ん とするウル タ ン
- タ ズなる同胞がい て , 凱旋
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したアル パ ミシ ュ がこ の 内なる敵ウルタンを倒 すというエ ビソ - ドがある こ とも特徴の ひ とつ
である｡ 妻が奪われそう になる この場面は ｢オデュ セイア+ における オデ ュ ッセ ウス の 帰還を
坊疎とさせる ｡ また ､ フ ァ ジル - ヨルダシ ュ の ヴア リア ントで は､ アル パ ミシ ュ は帰郷する際,
ぼろをまとい修行僧に変装 し､ 歌のや り とりで 自分の 正体を妻に知ら せるが ､ これはロ シ アの
ブィリ ー ナ , ｢ドブルイ ニ ヤ の妻+ で勇士が妻の前に旅芸人 の容貌で戻る場面と類似 して い る｡
英雄叙事詩 rアル バ ムス+ は､ 中央アジアの歴史や遊牧民の生活を色濃く反映するとともに､
ギリシャ神話や ロ シ アの ブィ リ ー ナ との類似点も見いだせ る作品な の で ある ｡
注釈
1 アラ ビア文字による ､ オリジナル の テクス トでは Al famishとな っ て い るが ､ こ こで は現代
カ ラカル バ ク常に則 っ て ､ ｢アル バム ス AJn aM LIC+ の表記をする こ ととするo
2 祝宴で催され る弓矢の伝統競技｡ 的を速く正確に射た り､ 馬上か ら的を狙 っ たりする｡
3 ピ ー ル とは本来､ イ ス ラ ー ム聖者あるい はス - フ ィ - 教団の導師 を意味する｡
4 羊の 毛皮を取り合 っ て自分の 陣地にも っ てい く騎馬競技｡
5 現代カラカル パタ譜表記では , ジ ェム ラトⅩ HEeMyPaT となるが, こ こではテ クス トのア
ラ ビア文字表記Bekm uh am ed oghli Jiy am uradに忠実に表記 した.
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